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【「定期購入」トラブルが止まりません！】
【相　談】
ネット広告で見た化粧品を２千円で購入した。１回限りと思ったが、2回目が届き、２万円の請求書が入っていた。事業者に電話したが、音声ガイダンスが流れるだけで話ができない。スマホに不慣れで、ネットで解約することも、開封したため荷物の受け取り拒否もできない。事業者の評判を調べると、悪質業者との書き込みもある。どうすればよいか。
[bookmark: _GoBack]【アドバイス】
ネット広告をきっかけとした「定期購入」トラブルの相談が多く寄せられています。
通信販売にクーリング・オフはなく、売買契約は、いったん成立すると一方的に解約できないのが基本です。荷物の受け取り拒否をしても解約したことにはならず、消費者の支払い義務は消えません。
ネット通販では、サイト内に解約・返品の可否やその手続きなどを必ず示すよう法律で決められており、契約後は事業者のルールに従うことになります。今回の事例では、相談後に事業者に電話をかけ、指示通り手続きを行い３回目以降の解約ができました。
契約後のトラブルは、必ず要望通り解決できるとは限りません。ネット通販を利用する際には、事業者の連絡先や解約条件や契約内容をしっかり確認した上で注文を確定しましょう。書き込みの情報だけで悪質と判断することはできませんが、事前に、事業者の評価を調べることも大切です。
SNSやネット検索で現れた広告だけを見て、慌てて注文することがトラブルにつながります。契約内容や解約方法などが分からない、条件が合わないと思う場合は、契約しないという判断も必要です。利用する場合は、トラブルに備え、必ず取引の記録を残しましょう。　

消費者ホットライン　　☎局番なしの１８８（泣き寝入りはいやや！）・・・お近くの消費生活センター等につながります。
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